
議会だより
かつらぎ

103
2024.11

02　 未来創造議会開催（この質問に議員が注目）
0４　 議会の新体制決まる
13　 一般質問　町民のおもいを届ける60分

未来創造議会でトップバッターを務めた妙寺中学校３年 山本 柚羽さん
やまもと ゆ ず は

議員もびっくり!!
中高生がかつらぎ町を変える!



今
回
か
ら
名
称
を
「
子
ど
も

議
会
」か
ら「
未
来
創
造
議
会
」

へ
と
変
更
し
た
。

こ
れ
は
、
生
徒
か
ら
募
集
し

た
ア
イ
デ
ア
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
も
の
で
、
創
造
性
と
意
欲
が

感
じ
ら
れ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
。

今
回
は
８
月
24
日
に
議
場
で

開
催
さ
れ
、
高
校
生
３
人
、
中

学
生
４
人
が
質
問
し
た
。
11
月

号
の
「
広
報
か
つ
ら
ぎ
」
に
詳

細
記
事
。

10
％
値
引
き
の

「
養
育
費
支
援
カ
ー
ド
」

導
入
を

問 

義
務
教
育
世
代
の
家
庭
に

カ
ー
ド
を
配
布
し
、
協
賛

店
舗
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
買
い
物
代
金
の
10
％
程
度

を
値
引
き
す
る
こ
と
で
経
済
的

負
担
を
少
し
で
も
減
ら
す
。
北

海
道
千
歳
市
は
、
こ
の
取
り
組

み
で
人
口
増
に
あ
る
自
治
体
と

し
て
成
功
し
て
い
る
。

町
長　
「
養
育
費
支
援
カ
ー
ド
」

の
導
入
は
有
効
な
手
段
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
子
育

て
支
援
策
と
し
て
検
討
す
る
。

７人の質問議員

妙寺中学校３年　山
やま

本
もと

　柚
ゆ ず は

羽 議員

妙寺中学校３年　市
いち

山
やま

　凌
り ょ う

有 議員

紀北農芸高等学校３年　森
もり

本
もと

　知
ち

奈
な

 議員

笠田中学校３年　山
やま

内
うち

　沙
さ き

姫 議員

笠田中学校３年　前
まえ

坂
さか

　しずく 議員

笠田高等学校３年　野
の ざ き

﨑　大
や ま と

和 議員

笠田高等学校３年　小
お ぐ り

栗　悠
ゆ う か

花 議員

東
芝　
弘
明 

議
員

提
案
に
び
っ
く
り

議
員
は
誰
も
提
案
し
て
い
な

い
。
10
％
値
引
き
が
実
現
し
た

ら
す
ご
い
。
ぜ
ひ
実
現
す
べ
き

だ
。 議

員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

議
長
の
大
役
を

務
め
た
中
学
生

妙
寺
中
学
校
３
年

　
眞さ

な
だ田　
凉り
ょ
う
か花 

議
長

笠
田
中
学
校
３
年

　
関せ

き
本も
と　
耕こ
う
た大 

議
長

妙
寺
中
学
校
３
年

　
市い

ち
山や
ま　
凌り
ょ
う有 

議
員

この質問に議員が注目!!

2024.11.1  103号 │ 02傍聴議会を して いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています
（個人を特定できる表記は除いています）。



深
刻
な
担
い
手
不
足
に

技
能
実
習
生
の

受
け
入
れ
を

問 

就
農
人
員
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
国
内
・
海
外
問
わ

ず
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
公
営
団
地

の
提
供
や
耕
作
放
棄
地
の
無
償

貸
与
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
獣

害
対
策
や
放
棄
地
活
用
に
も
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
。

町
長　
外
国
人
技
能
実
習
生
の

採
用
に
は
、
適
切
な
サ
ポ
ー
ト

や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
が

大
切
。
ま
た
本
町
に
は
、
県
立

紀
北
農
芸
高
等
学
校
や
県
立
農

林
大
学
校
と
い
う
恵
ま
れ
た
環

境
が
あ
る
。
今
後
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。藤

本　
憲
一 

議
員

現
実
味
が
あ
り
素
晴
ら
し
い

農
業
後
継
者
不
足
を
技
能
実

習
生
受
け
入
れ
で
解
消
。
現
実

味
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
質
問
で

あ
っ
た
。

議
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

議
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

感
想

池い
け
だ田　
八や

主す

雄お　
前
教
育
長

（
９
月
10
日
付
で
退
任
）

興
味
や
関
心
を
持
ち
続
け
て

活
動
を
通
し
て
社
会
や
政

治
に
つ
い
て
興
味
や
関
心
を

持
ち
、
有
権
者
と
し
て
の
力

を
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

102
号
の
13
ペ
ー
ジ

に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
お
わ
び

し
、
訂
正
し
ま
す
。

誤未
来
創
造
会
議

正未
来
創
造
議
会

溝
北　
好
一 

議
員

純
粋
な
気
持
ち
を
大
切
に

か
つ
ら
ぎ
町
の
未
来
の

議
員
、
町
を
思
う
気
持
ち

は
純
粋
で
素
晴
ら
し
い
。

大
切
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
う
。

笠
田
中
学
校
３
年

　
前ま

え
坂さ
か　

し
ず
く 

議
員

03 │ 傍聴議会を して かつらぎ町は、役場に入ってきた時にパブリックコメントを求めるブースをつ
くっていることは他の市町村ではみられない事の為、とても良いと思います。

４０代
[男性]



議会の新体制決まる
松岡宏行議長、藤本憲一副議長選出

８
月
会
議
で
、
議
長
・
副
議

長
を
は
じ
め
、
常
任
委
員
会
や

特
別
委
員
会
、
一
部
事
務
組
合

議
会
な
ど
新
体
制
が
決
ま
る
。

議　

長　
松
岡　
宏
行

副
議
長　
藤
本　
憲
一

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長	

山
下　
慎
二

副
委
員
長	

大
山　
希
世

委

員	

藤
本　
憲
一

　　
〃　　

	

東
芝　
弘
明

　　
〃　　

	

大
原　
清
明

　　
〃　　

	

滝
ノ
上
万
記

住
民
福
祉
課
、
環
境
課
、
健
康
推

進
課
、
教
育
総
務
課
、
生
涯
学
習
課

を
所
管
し
て
い
る
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長	

表
具　
　
弘

副
委
員
長	

羽
根　
祥
起

委

員	

松
岡　
宏
行

　　
〃　　

	

浦
中　
隆
男

　　
〃　　

	

溝
北　
好
一

　　
〃　　

	

中
谷　
雅
美

企
画
公
室
、
総
務
課
、
管
財
情
報

課
、
危
機
管
理
課
、
税
務
課
、
会
計

課
、
産
業
観
光
課
、
建
設
課
、
上
下

水
道
課
お
よ
び
花
園
地
域
振
興
課
を

所
管
し
て
い
る
。

８月会議
（8/1）

人事 １件

選挙 ６件

2024.11.1  103号 │ 04傍聴議会を して 議員が11名いて一般質問数（人数）が半分６名、一般質問だけが全てで
はないが寝ている議員もあり座っているだけ議員は不必要と思います！！

４０代
[男性]



議
会
運
営
委
員
会

委
員
長	

東
芝　
弘
明

副
委
員
長	

大
山　
希
世

委

員	

藤
本　
憲
一

　

〃　
	

浦
中　
隆
男

　

〃　

	

溝
北　
好
一

　

〃　

	
羽
根　
祥
起

議
会
運
営
に
つ
い
て
協
議
し

議
長
の
求
め
に
応
じ
て
調
査
を

行
う
。

議
会
だ
よ
り

編
集
特
別
委
員
会

委
員
長	

東
芝　
弘
明

副
委
員
長	

大
山　
希
世

委

員	

大
原　
清
明

　

〃　

	

浦
中　
隆
男

　

〃　

	

中
谷　
雅
美

　

〃　

	

山
下　
慎
二

住
民
と
議
会
の
か
け
は
し
と

な
る
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
行

う
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長	

滝
ノ
上
万
記

副
委
員
長	

表
具　
　
弘

委

員	

藤
本　
憲
一

　

〃　

	

溝
北　
好
一

　

〃　

	

羽
根　
祥
起

住
民
と
の
懇
談
や
議
会
モ
ニ

タ
ー
の
設
置
な
ど
を
行
う
。

組
合
議
会
関
係

一
部
事
務
組
合
と
広
域
連
合

は
、
市
町
村
の
共
同
事
務
を
行

う
特
別
地
方
公
共
団
体
で
、
議

会
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
議
会
議
員
は
、
各
市
町
村
議

員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
。

伊
都
消
防
組
合
議
会
議
員

松
岡　
宏
行

表
具　
　
弘

伊
都
郡
町
村
及
び
橋
本
市
老
人

福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
議
員

（
特
別
養
護
老
人
施
設
・
養
護

老
人
ホ
ー
ム 

国
城
寮
）

大
原　
清
明

橋
本
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合

議
会
議
員
（
ご
み
処
理
、
介
護

認
定
、
休
日
急
患
）

　
　
　
　
　
松
岡　
宏
行

　
　
　
　
　
中
谷　
雅
美

　
　
　
　
　
滝
ノ
上
万
記

庁
舎
建
設
調
査
検
討

特
別
委
員
会

委
員
長	

浦
中　
隆
男

副
委
員
長	

溝
北　
好
一

委

員	

全　
議　
員

（
議
長
を
除
く
）

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
調
査
と

検
討
を
行
う
。

橋
本
伊
都
衛
生
施
設
組
合
議
会

議
員
（
し
尿
処
理
）

　
　
　
　
　
松
岡　
宏
行

　
　
　
　
　
藤
本　
憲
一

　
　
　
　
　
大
山　
希
世

伊
都
郡
町
村
及
び
橋
本
市
児
童

福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
議
員

（
母
子
生
活
支
援
）

　
　
　
　
　
山
下　
慎
二

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
東
芝　
弘
明

監
査
委
員

議
会
選
出	

溝
北　
好
一

05 │ 傍聴議会を して 予算表や主要施策の成果その他実績報告書などの資料がおいてある点、分か
りやすく他の市町村では取り組みされてないと思うので良いと思います。

４０代
[男性]



内容

町
民
か
ら
500
万
円
の
寄
附
を
受
け
た
の
で
、
新

た
に
「
公
立
学
校
図
書
館
基
金
条
例
」
を
制
定

し
た
。
基
金
は
学
校
図
書
館
や
図
書
費
の
備
品

と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

問 

基
金
を
繰
替
運
用
す
る
場

合
に
は
、
議
会
の
議
決
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

参
事
（
総
務
・
厚
生
担
当
）　

自
治
体
の
長
の
権
限
に
属
す
る

こ
と
か
ら
、
議
会
の
議
決
事
項

に
は
あ
た
ら
な
い
。

問 
通
常
予
算
に
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
財
源
と
し
て
使
っ

て
ほ
し
い
。

教
育
総
務
課
長　
そ
う
な
る
よ

う
に
し
た
い
。

寄附者の思い
学校図書　蔵書数

蔵書数
大谷小学校 約５０００冊
笠田小学校 約７２００冊
渋田小学校 約８６００冊
妙寺小学校 約９５００冊
梁瀬小学校 約３７００冊
笠田中学校 約９９００冊
妙寺中学校 約９４００冊

（令和6年9月現在）

議│案│審│議

９月
会議

９
月
会
議
で
は
、
公
立
学
校
図
書
館
の
基

金
を
設
置
す
る
条
例
を
は
じ
め
、
歴
史
民
俗

資
料
館
建
設
な
ど
の
契
約
、
各
会
計
の
補
正

予
算
な
ど
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
も
し
く
は

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
審
議
内
容
は
６
〜

11
ペ
ー
ジ
。

毎月テーマを決めて、関連する本をテーブルの上に展示している笠田小学校図書館。10月のテーマは「ハロウィン」

９月会議
（８/２９～９/１８）

人事 ３件
補正予算 ９件

決算 １１件
選挙 １件
条例 ５件
契約 ２件

事件議決 １件
諸報告 ２件
請願 ２件

意見書 １件
一般質問 ６人

小
中
学
校
の
図
書
館
充
実
を
願
っ
て

500
万
円
の
寄
附
を
受
け
ま
し
た

【
公
立
学
校
図
書
館
基
金
条
例
制
定
】

2024.11.1  103号 │ 06傍聴議会を して バイオマス事業については橋本でも行いたい事だと思っています
ので、かつらぎ町でも取り組んで頂きたいと個人的に思います。

４０代
[男性]



内容

㈱
テ
レ
ビ
神
奈
川
が
㈱
和
歌
山
放
送
事
業
サ
ー
ビ
ス
を
通

じ
て
、
30
分
番
組
の
放
映
を
町
に
打
診
。
和
歌
山
放
送
が

70
万
円
の
予
算
を
使
っ
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
制

作
す
る
。
町
は
、
放
映
後
こ
の
ビ
デ
オ
を
活
用
で
き
る
。

問 
町
は
企
画
内
容
も
含
め
、

ど
の
程
度
提
案
で
き
る
の

か
。

企
画
公
室
長　
番
組
内
容
の
打

ち
合
わ
せ
、
現
地
取
材
お
よ
び

映
像
確
認
ま
で
関
わ
る
。

問 
町
の
構
想
は
あ
る
の
か
。

企
画
公
室
長　
放
送
内
容
は
、

可
能
な
限
り
名
所
や
フ
ル
ー
ツ

の
町
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。
テ
ロ
ッ
プ
な
ど
も
活
用

し
て
い
き
た
い
。

内容

妙
寺
駅
前
の
荒
れ
地

は
、
購
入
し
整
備
す

る
こ
と
が
長
年
の
懸

案
事
項
だ
っ
た
。
よ
う
や
く
地

権
者
と
の
間
で
合
意
が
で
き

た
。
駐
車
場
用
地
と
し
て
整
備

す
る
。
予
算
は
約
８
０
８
９
万

円
。

ようやくなのでうれしい

町
の
魅
力

テ
レ
ビ
神
奈
川
で
30
分
放
映
へ

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

「和歌山県かつらぎ町観光プロモーションビデオ」より

内容

レ
ス
ト
ラ
ン
と
ト
イ

レ
の
臭
気
を
改
善
。

予
算
は
約
４７９
万
円
。

悪臭が改善なります く
し
が
き
の
里

臭
気
改
善
で

快
適
な

道
の
駅
へ

長
年
の
課
題
解
決

妙
寺
駅
前
の
荒
れ
地
購
入

妙寺駅東側の荒れ地購入

道の駅くしがきの里

07 │ 

議
案
審
議



問 

に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
庁
舎

の
建
設
は
、
明
ら
か
に
な

っ
た
面
積
の
範
囲
で
行
わ
れ
る

の
か
。

総
務
課
長　
あ
と
購
入
す
る
と

す
れ
ば
新
庁
舎
へ
の
進
入
路
。

問 
補
助
金
算
定
基
準
の
計
算

式
は
あ
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
県
の
基
準
で

は
、
小
学
校
が
280
円
、
中
学
校

が
312
円
の
半
額
が
補
助
さ
れ
る
。

町
の
給
食
費
の
単
価
は
小
学
校

300
円
、
中
学
校
336
円
。

内容

10
月
か
ら
和
歌
山
県

が
学
校
給
食
の
無
償

化
に
向
け
補
助
金
を

予
算
化
。
町
に
は
半
年
分
と
し

て
約
１
５
９
２
万
円
が
配
分
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
県
内
に

も
学
校
給
食
の
無
償
化
が
広

ま
っ
た
。

内容

約
４９２
万
円
の
予
算

で
、
庁
舎
用
地
の
高

低
差
の
測
量
を
委
託

す
る
。
こ
の
測
量
図
を
用
い
て

応
募
業
者
が
概
略
設
計
を
実
施

す
る
。
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
た

先
進
地
の
視
察
も
行
う
。

町の取り組みは先進的

10
月
か
ら

学
校
給
食
に
県
補
助
金

庁
舎
の
敷
地
面
積
は
約
１
万
㎡

高
低
差
の
測
量
で
概
略
設
計
へ用地購入で広くなった役場前

イメージ

反
対

心
配
で
す羽

根　
祥
起
議
員

用
地
の
測
量
は
、
庁
舎

建
物
位
置
が
決
ま
っ
て
か

ら
行
う
も
の
だ
と
思
う
。

今
の
時
点
で
は
、
も
う
す

で
に
数
値
が
出
て
い
る
地

籍
デ
ー
タ
だ
け
で
も
十
分

だ
と
思
う
の
で
、
庁
舎
用

地
測
量
委
託
料
に
つ
い
て

は
反
対
。

賛
成

建
設
的
な
議
論
を

山
下　
慎
二
議
員

庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
、
庁
舎
で
働
く
職

員
お
よ
び
住
民
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
事
業
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
建

設
的
で
前
向
き
な
議
論
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
願
い
た

い
。

賛
否
が
分
か
れ
る

討
論
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問 
建
設
後
、
い
つ
か
ら
オ
ー

プ
ン
す
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　
ア
ン
モ
ニ
ア

な
ど
の
化
学
物
質
が
、
文
化
財

に
影
響
を
与
え
る
の
で
「
枯
ら

し
期
間
」
が
必
要
。
来
年
の
９

月
か
10
月
に
な
る
予
定
。

内容

購
入
後
20
年
が
経
過

し
た
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
の
買
い
替
え

（
第
６
分
団
）。
購
入
金
額
は
約

２
３
０
４
万
円
。
今
後
も
老
朽

化
し
た
消
防
車
両
の
更
新
が
必

要
。

内容

天
野
地
域
の
、
元
農
協
支
店
の
建
物
を
改
修
し
て
歴
史
民

俗
資
料
館
を
設
置
す
る
。そ
の
た
め
の
改
修
工
事
の
契
約
。

契
約
金
額
は
電
気
と
機
械
の
設
備
工
事
も
含
め
約

１
億
５
０
１
３
万
円
。

保存する場所の整備を

時代に合った活動を

町内文化財の点数

0
（点）

5
10
15
20
25
30
35

国指定 国登録町指定県指定

18
27

13

29

※
こ
れ
以
外
に
町
有
文
化
財
は
、約

１
万
９
２
０
０
点
あ
る
。

!  ※枯らし期間とは
新築後の建物では、内装材

に使用された接着剤や塗装
から、化学物質や水分が放出
されるので、通風乾燥期間が
必要となる。

議会だよりキャラクター 「かきかあちゃん」

文
化
財
情
報
発
信
の
拠
点

歴
史
民
俗
資
料
館
着
工

【
工
事
請
負
契
約
の
締
結
】

20
年
ぶ
り

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
買
い
替
え

【
物
品
売
買
契
約
の
締
結
】

この施設が歴史民俗資料館に生まれ変わる

令和３年度に購入した消防ポンプ自動車

小型動力ポンプ・積載車および
消防ポンプ自動車の数

（単位：台）

更新予定台数
（令和7～10年度）

保有
総台数

小型動力ポンプ １３ ３６

小型動力ポンプ積載車 １７ ３３

消防ポンプ自動車 ２ ８
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問 

各
イ
ン
タ
ー
入
り
口
・
出

口
の
道
路
舗
装
の
工
法
や

仕
様
は
統
一
さ
れ
て
い
る
か
。

建
設
課
長　
工
事
は
国
土
交
通

省
に
よ
っ
て
施
工
さ
れ
統
一
さ

れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
付
近
の

町
道
は
、
大
型
車
の
通
行
量
が

多
い
た
め
国
道
と
同
等
の
５
㎝

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
二
層

の
厚
み
で
施
工
し
て
い
る
。

問 

損
傷
箇
所
が
多
く
な
る
の

は
大
雨
の
影
響
も
あ
る
の

か
。

建
設
課
長　
近
年
は
豪
雨
の
発

生
が
多
い
。
道
路
表
面
の
ひ
び

割
れ
に
雨
水
が
入
り
排
水
不
良

が
起
こ
る
。
そ
の
上
を
大
型
車

両
が
通
行
す
る
と
破
損
し
や
す

い
。

問 
ど
ん
な
対
策
が
で
き
る
か
。

建
設
課
長　
住
民
か
ら
の
通
報

や
パ
ト
ロ
ー
ル
で
小
さ
な
穴
を

発
見
し
た
場
合
は
、
簡
易
舗
装

材
料
で
補
修
す
る
。
経
過
観
察

後
、
同
一
区
間
で
複
数
箇
所
に

く
ぼ
み
や
ひ
び
割
れ
、
わ
だ
ち

を
確
認
し
た
場
合
、
業
者
に
よ

る
全
面
的
な
舗
装
打
ち
替
え
を

行
う
。

内容

京
奈
和
自
動
車
道
か
つ
ら
ぎ
西
イ
ン
タ
ー
の
下
り
線
（
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
進
入
路
は
全
て
町
道
）
に
、
く
ぼ
み

が
で
き
車
が
破
損
し
た
。
こ
れ
で
同
一
の
事
故
が
２
回
発

生
し
た
こ
と
に
な
る
。

内容

議
会
は
上
程
さ
れ
た
決
算
案
を
重
視
し
、審
査
し
て
い
る
。

審
査
の
目
的
は
、
不
正
な
支
出
が
な
い
か
を
含
め
、
事
業

評
価
、
改
善
点
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

令
和
５
年
度
の
各
会
計
決
算
案
等
は
９
月
会
議
で
決
算
審
査
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。
審
査
を
行
っ
た
後
、
委
員
会
に
よ
る
採
決

を
行
う
。
こ
れ
以
後
に
開
か
れ
る
10
月
会
議
で
は
、
決
算
に
つ
い
て

の
委
員
長
報
告
を
受
け
、
認
定
か
不
認
定
か
を
決
め
る
。

委
員
長滝

ノ
上
万
記

副
委
員
長中

谷　
雅
美

委　
　
員東

芝　
弘
明

羽
根　
祥
起

表
具　
　
弘

大
山　
希
世

決
算
審
査

特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
決
ま
る

同一事
故
の
教
訓
を
生
か
そ
う

【
損
害
賠
償
の
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
】西から見た京奈和自動車道かつらぎ西インター付近

昨年の決算審査特別委員会の様子
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問 
広
域
の
施
設
建
設

な
ど
の
課
題
が
あ

る
中
、
ど
う
な
る
の
か
。

町
長　
町
の
計
画
と
と

も
に
広
域
の
ご
み
処
理

施
設
、
伊
都
消
防
の
施

設
、
し
尿
処
理
施
設
の

移
転
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。
財
政
が
破
綻
し
な

い
よ
う
運
営
す
る
。

内容

財
政
破
綻
し
た
自
治
体
が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
国

は
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
と
い
う
指

標
を
定
め
、
報
告
を
義
務
付
け
て
い
る
。
指
標
の
一
つ
で

あ
る
実
質
公
債
費
比
率
が
25
％
、
将
来
負
担
比
率
が
350
％
以
上
に
な

る
と
早
期
健
全
化
の
対
象
と
な
り
、
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
必

要
に
な
る
。
本
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は
９.４
％
、
将
来
負
担
比
率
は

24.１
％
で
あ
り
、
問
題
の
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

８月・９月会議採決状況（賛否が分かれた議案は１件）

会計名・件名
議員名

結果

松
岡　
宏
行

藤
本　
憲
一

東
芝　
弘
明

大
原　
清
明

浦
中　
隆
男

溝
北　
好
一

中
谷　
雅
美

羽
根　
祥
起

滝
ノ
上
万
記

山
下　
慎
二

表
具　
　
弘

大
山　
希
世

８月会議 監査委員の選任 10対0で
同意 － ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

９月会議

教育委員会教育長の任命など３件 9対0で
同意 － 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公立学校図書館基金条例制定
や国民健康保険条例の一部
改正など４件
工事請負契約の締結など３件
シビックセンター特別会計補
正予算（第１号）など８件
訪問介護費の引き下げ撤回
と、介護報酬引き上げの再改
定を早急に行うことを求める
意見書

1１対0で
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般会計補正予算（第5号） 9対2で
可決 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○

訪問介護費の引き下げ撤回
と、介護報酬引き上げの再改
定を早急に行うことを求める
請願書

1１対0で
採択 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注）松岡宏行議員は、議長のため採決には加わらない。監査委員選任のため、溝北好一議員は採決には加わらない。
○は賛成　×は反対　欠は欠席

0（％）

10

20

30

40

50

60

70

令和５年度

9.4

24.124.1

令和４年度

9.2

28.8

令和３年度

9.3

37.6

令和２年度

10.4

62.562.5

実質公債費比率と将来負担比率の推移

将来負担比率
実質公債費比率

財
政
の
推
移
に
ぜ
ひ
注
目
を

【
令
和
６
年
度
健
全
化
判
断
比
率（
令
和
５
年
度
決
算
）】

【
令
和
６
年
度
資
金
不
足
比
率
（
令
和
５
年
度
決
算
）】
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【
訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤
回
と
、

介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再
改
定
を

早
急
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
請
願
書
】

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
審
査
し
て
い
た
請
願
書
は
、
委

員
会
と
本
会
議
で
採
択
、国
に
対
す
る
意
見
書
も
可
決
し
た
。

深
刻
な
訪
問
介
護
費
を
審
議

請
願
を
全
員
賛
成
で
採
択

国
に
意
見
書
を
提
出

請願・意見書

取材メモ

移動に時間を要することが多い日は
訪問数が少なくなり、その訪問件数が
収入に直結する。安定収入を求める人
には、仕事として選択が難しい職業に
なりつつある。事態は深刻だと思った。

大山　希世　議員

か
つ
ら
ぎ

　
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

森も
り
本も
と　

宏ひ
ろ
し　

施
設
長

サ
ー
ビ
ス
を
絶
や
さ
な
い
た
め

都
市
部
を
基
準
に

し
た
改
訂
で
は
な

く
、
地
方
の
現
状
も

考
え
て
。

提出した意見書の内容

訪問介護の基本報酬が４月
から引き下げられた。このま
までは在宅介護が続けられず、

介護崩壊を招きかねない。人
手不足が深刻。長年、訪問介
護の基本報酬が引き下げられ
た結果、ヘルパーの給与は全
産業の平均を約６万円も下
回っている。訪問介護費の引
き下げ撤回と介護報酬引き上
げの再改定を求める。

６０

イメージ
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中阪町長

各ページ議員名の右の
二次元コードを読み取ると、
ユーチューブで質問映像を
見ることができます。

ゼロカーボンへの展望は
溝北　好一………………… 14

プールの拠点整備を早急に
山下　慎二………………… 15

公共下水道整備計画縮小の対案は
大山　希世………………… 16

町独自の給付型奨学金制度導入を
藤本　憲一………………… 17

町の PR に関する町長の考えは
滝ノ上万記………………… 18

定住促進住宅 改善する考えは
東芝　弘明………………… 19

一 般 質 問

一
般
質
問
は
、
町
政
に
関
す
る
提
案
や
質
問
を
行
う
も
の
で
、

持
ち
時
間
は
１
人
60
分
。
記
事
は
、質
問
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

６０

町
民
の
お
も
いを
届
け
る

分
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現
時
点
で
は
課
題
が
あ
る

た
め
、
Ｅ
Ｖ
車
に
加
え
て

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
等
も
検

討
し
て
い
る
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

公
設
３
カ
所
の
充
電
設
備

は
、
老
朽
化
で
使
用
不
可
。

早
急
に
再
開
す
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
検
討

中
。

問 

町
民
が
簡
単
に
で
き

る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
一
環
と
し
て
、
食
用
廃

油
の
回
収
が
あ
る
。
本
町

の
指
導
は
。

環
境
課
長　
食
用
廃
油
は
、

分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
固
形

状
ま
た
は
古
新
聞
や
布
に

染
み
込
ま
せ
て
可
燃
ゴ
ミ

で
処
分
す
る
。
食
用
廃
油

処
理
に
特
化
し
た
指
導
は

し
て
い
な
い
。

問 

実
態
は
所
有
農
地
や

河
川
へ
の
投
棄
も
あ

る
。
環
境
保
全
を
考
え
た

住
民
意
識
の
高
揚
と
行
動

が
必
要
。

環
境
課
長　
町
広
報
等
で

温
暖
化
対
策
の
情
報
発
信

を
し
て
い
る
。

問 

町
内
大
手
企
業
で
は
、

社
員
の
食
用
廃
油
の

回
収
だ
け
で
な
く
、
生
産

工
程
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

リ
サ
イ
ク
ル
活
用
を
行
い
、

さ
ら
に
業
務
用
で
は
販
売

先
の
廃
油
を
回
収
し
塗
料

等
に
再
活
用
し
て
い
る
が
。

環
境
課
長　
企
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。

問 
佐
賀
市
の
視
察
で
は
、

市
長
の
考
え
で
、
ご

み
・
下
水
・
産
業
・
農
業
・

漁
業
・
商
業
と
あ
ら
ゆ
る

部
分
に
メ
ス
を
入
れ
、
事

業
全
体
が
連
動
し
て
い
る
。

下
水
汚
泥
は
発
電
・
堆
肥

化
で
肥
料
に
し
て
い
る
。

清
掃
工
場
で
焼
却
熱
の
発

電
や
、
周
辺
の
健
康
運
動

セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
や
浴

場
空
調
機
器
熱
源
、
ハ
ウ

ス
栽
培
へ
の
温
水
利
用
・

Ｃ
Ｏ
２
を
活
用
し
た
農
作

物
栽
培
に
取
り
組
み
、
廃

油
は
市
営
バ
ス
等
の
燃
料

に
活
用
し
て
い
る
。
町
長

の
考
え
は
。

町
長　
い
か
な
る

事
業
も
将
来
を
見

据
え
て
計
画
を
立

て
実
行
が
必
要
。

ま
た
こ
れ
か
ら
の

事
業
は
賛
同
し
て

も
ら
え
る
民
間
事

業
者
と
連
携
が
必

要
、
町
民
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠

で
あ
る
。
脱
炭
素

事
業
の
取
り
組
み

問 
３
年
前
に
取
り
組
ん

だ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
は
ど
う
な
っ
た

か
。

参
事
（
建
設・産
業
担
当
）

取
り
組
ん
で
い
る
が
い
ま

だ
に
宣
言
に
至
っ
て
い
な

い
。

問 

３
年
間
の
取
り
組
み

は
。

環
境
課
長　
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
、
区
域
施

策
編
・
事
務
事
業
編
の
策

定
。
町
有
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
・
高
効
率
空
調
へ
の
切

り
替
え
を
行
っ
て
い
る
。

問 

公
用
車
の
Ｅ
Ｖ
化
は
。

ま
た
充
電
設
備
は
。

管
財
情
報
課
長　
更
新
時

Ｅ
Ｖ
化
を
進
め
て
い
る
。

は
住
民
が
負
担
に
感
じ
る

場
合
も
あ
る
。
理
解
し
協

力
し
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

問 

ご
み
は
広
域
行
政
で

あ
る
が
、
食
用
廃
油

回
収
は
単
独
で
の
取
り
組

み
も
可
能
で
は
。

環
境
課
長　
実
施
に
向
け

検
討
す
る
。

問 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の

展
望
、
思
い
は
。

町
長　
自
然
環
境
を
守
り

次
代
へ
引
き
継
ぐ
使
命
が

あ
る
。
環
境
保
全
・
脱
炭

素
は
町
の
責
務
と
し
て
取

り
組
む
。

食用廃油回収のイメージ

ゼロカーボンのイメージ

溝北  好一 議員

ゼロカーボンへの展望は
［町長］ 取り組みを研究して実施に向け対応する
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用
は
あ
ま
り
変
動
し
な
い
。

ま
た
管
理
面
で
も
同
じ
こ

と
が
言
え
る
と
考
え
る
。

問 

熱
中
症
対
策
、
健
康

増
進
対
策
と
し
て
、

拠
点
施
設（
町
民
プ
ー
ル
）

の
整
備
、
町
民
プ
ー
ル
の

室
内
化
が
必
要
で
は
。

町
長　
室
内
プ
ー
ル
化
は

同
感
で
あ
る
。
少
子
化
が

加
速
し
て
お
り
、
今
後
学

問 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
に
よ
り
、
活
字

離
れ
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

小
・
中
学
校
で
、
ど
の
よ

う
な
対
策
、
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
小
学
校

で
は
、
子
ど
も
新
聞
を
利

用
す
る
と
と
も
に
、
手
に

取
り
や
す
い
場
所
に
置
き
、

休
憩
時
間
や
読
書
の
時
間

に
読
め
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

問 

学
習
指
導
要
領
改
訂

で
、
特
色
を
生
か
し

問 
小
・
中
学
校
の
プ
ー

ル
と
、
町
民
プ
ー
ル

が
で
き
て
何
年
経
過
し
て

い
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
小
・
中

学
校
の
プ
ー
ル
は
、
当
初

設
置
年
か
ら
平
均
し
て
50

年
以
上
。

生
涯
学
習
課
長　
町
民
プ

ー
ル
の
大
プ
ー
ル
は
18
年
、

小
プ
ー
ル
は
36
年
経
過
し

て
い
る
。

問 

25
ｍ
プ
ー
ル
で
は
な

く
12.５
ｍ
に
す
れ
ば
、

建
設
費
や
維
持
費
、
先
生

の
負
担
な
ど
軽
減
で
き
る

と
思
う
が
、
調
査
・
検
討

で
き
な
い
か
。

教
育
総
務
課
長　
仮
に
半

分
の
12.５
ｍ
プ
ー
ル
を
建
設

し
て
も
、
基
礎
と
な
る
費

た
独
自
性
を
重
ん
じ
る
と

な
っ
て
い
る
。
し
っ
か
り

独
自
性
を
出
し
て
、
正
し

い
情
報
収
集
、
教
科
書
か

ら
学
べ
な
い
リ
ア
ル
な
情

報
を
学
ぶ
た
め
に
、
※
Ｎ

Ｉ
Ｅ
の
導
入
を
。

教
育
長　
必
要
な
情
報
を

収
集
し
、
取
捨
選
択
す
る

能
力
を
身
に
付
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新

聞
を
教
育
に
取
り
入
れ
る

Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
つ
い
て
も
調
査

研
究
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

※ＮＩＥとは
Newspape r  In 

Educationの略。
新聞を活用した教育。

校
が
統
廃
合
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
参
考
に
、

地
域
に
あ
る
体
育
館
や
プ

ー
ル
を
、
み
ん
な
で
使
っ

て
い
く
と
い
う
考
え
が
必

要
で
あ
る
。
室
内
プ
ー
ル

化
す
る
こ
と
が
、
今
は
一

番
重
要
な
部
分
で
あ
る
と

考
え
、
今
後
し
っ
か
り
研

究
し
た
い
。

山下  慎二 議員

全国の公共スポーツ施設におけるプール施設数の推移

1996年

4500

4000

3500

3000

2500

2000

1500

1000

500

0
2002年 2008年 2015年 2018年 2021年

屋外プール 屋内プール レジャープール

プールの拠点整備を早急に
［町長］ 町民プール室内化は重要である

Ｎ
Ｉ
Ｅ
導
入
の
検
討
を

［
教
育
長
］調
査
研
究
し
た
い

イメージ
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要
に
な
る
。
合
併
浄
化
槽

の
普
及
推
進
の
た
め
、
町

単
独
の
補
助
金
が
必
要
で

は
な
い
か
。

環
境
課
長　
く
み
取
り
式

や
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併

浄
化
槽
に
転
換
す
る
場
合
、

撤
去
す
る
た
め
の
清
掃
や

宅
内
配
管
工
事
が
必
要
に

な
る
。
現
在
、
合
併
浄
化

槽
本
体
設
置
に
対
す
る
補

助
は
あ
る
も
の
の
、
転
換

に
係
る
宅
内
配
管
な
ど
の

経
費
に
つ
い
て
は
な
い
た

め
補
助
金
の
拡
充
を
進
め

る
。

問 
環
境
衛
生
の
方
向
性

を
改
め
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
下
水
道
計
画

が
縮
小
さ
れ
た
場
合
、
地

域
の
環
境
保
全
を
考
え
、

合
併
浄
化
槽
の
普
及
が
必

問 

困
り
感
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
日

常
的
な
取
り
組
み
は
。

教
育
総
務
課
長　
具
体
的

に
は
４
つ
。
①
授
業
の
流

れ
を
パ
タ
ー
ン
化
。
②
活

動
の
ゴ
ー
ル
を
提
示
。
③

刺
激
量
の
調
整
。
④
ル
ー

ル
の
明
確
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

全
て
の
子
ど
も
が
、
分
か

る
・
で
き
る
授
業
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

問 

困
り
感
を
理
解
し
、

子
ど
も
の
良
い
部
分

も
認
め
、
子
ど
も
は
自
分

の
課
題
に
一
つ
一
つ
向
き

合
っ
て
乗
り
越
え
て
い
け

る
よ
う
に
と
願
う
が
。

教
育
長　
教
育
現
場
の
多

様
性
と
※
包ほ

う
摂せ

つ
の
重
要
性

を
認
識
し
、
全
て
の
子
ど

も
た
ち
が
持
つ
可
能
性
を

最
大
限
に
引
き
出
せ
る
こ

と
、
ま
た
自
ら
の
課
題
に

向
き
合
い
、
乗
り
越
え
て

い
け
る
よ
う
に
支
援
す
る

た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努

め
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来

を
見
据
え
た
、
教
育
の
質

の
向
上
に
取
り
組
む
。

※
包
摂
と
は

そ
の
人
ら
し
さ
、
あ

る
い
は
互
い
の
違
い
を

認
め
合
い
、
共
生
し
て

い
く
姿
。

問 

例
え
ば
、
空
き
家
バ

ン
ク
物
件
を
購
入
し

た
買
い
主
に
対
し
て
も
補

助
で
き
れ
ば
定
住
促
進
、

空
き
家
の
活
用
促
進
に
も

つ
な
が
り
、
町
に
良
い
循

環
が
生
ま
れ
る
の
で
は
。

町
長　
公
共
下
水
道
の
普

及
エ
リ
ア
を
縮
小
す
る
と

同
時
に
、
合
併
浄
化
槽
を

ど
の
よ
う
に
普
及
さ
せ
て

い
く
か
が
重
要
。
議
員
提

案
も
含
め
調
査
研
究
を
行

う
。
和
歌
山
県
の
汚
水
処

理
普
及
率
の
向
上
に
貢
献

し
た
い
。

環境省浄化槽整備推進施策事例集より

大山  希世 議員

困
り
感
の
あ
る

子
ど
も
へ
の
取
り
組
み
は

［
教
育
長
］

課
題
を
乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う

支
援
す
る

公共下水道整備計画
縮小の対案は

［町長］ さまざまな事例を調査研究していく
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た
。
本
町
で
奨
学
金

を
受
け
て
い
る
学
生

数
は
。

教
育
総
務
課
長　
正

確
に
把
握
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
令
和

２
年
～
３
年
に
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
と
し

て
実
施
し
た
、
学
生

支
援
緊
急
給
付
金
給

付
事
業
の
申
請
状
況

を
見
る
と
、
令
和
２

年
度
は
121
件
、
令
和

３
年
度
は
139
件
で
あ

っ
た
。

問 
奨
学
金
も
日
本
学
生

支
援
機
構
を
は
じ
め
、

大
学
独
自
の
奨
学
金
、
県

独
自
の
奨
学
金
等
ま
た
、

給
付
型
に
も
事
前
給
付
型

と
、
実
績
に
応
じ
返
済
免

除
型
が
あ
る
。
今
回
提
案

の
町
独
自
の
奨
学
金
制
度

に
つ
い
て
、
今
ま
で
検
討

し
た
こ
と
が
あ
る
か
。
ど

う
い
う
問
題
点
が
あ
っ
た

か
。

参
事
（
総
務・厚
生
担
当
）

コ
ロ
ナ
禍
の
際
に
困
窮
し

て
い
る
学
生
に
対
し
て
、

現
金
給
付
を
行
っ
た
経
緯

が
あ
る
。
し
か
し
、
継
続

的
な
支
援
は
検
討
し
た
も

の
の
導
入
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
問
題
点
は
、
学
生

以
外
の
同
年
代
の
人
の
給

付
が
な
い
、
こ
の
部
分
が

公
平
性
に
お
い
て
課
題
で

あ
る
。

高
校
、
大
学
の
学
生
に

対
し
て
、
本
町
独
自
の
支

援
策
が
な
い
と
い
う
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
人
々
へ
の
支
援

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問 
本
年
４
月
、
人
口
戦

略
会
議
が
公
表
し
た

消
滅
可
能
性
自
治
体
に
、

10
年
前
の
公
表
と
同
様
、

か
つ
ら
ぎ
町
が
入
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
今
回
は
10

年
前
よ
り
改
善
が
み
ら
れ

る
と
の
評
価
で
あ
る
。
特

に
直
近
５
年
間
で
子
育
て

支
援
に
軸
足
を
置
い
た
施

策
が
実
り
つ
つ
あ
る
こ
と

は
評
価
で
き
る
。
消
滅
可

能
性
自
治
体
か
ら
脱
却
し

た
市
町
の
施
策
か
ら
、
本

町
で
も
採
用
で
き
そ
う
な

支
援
策
を
提
案
す
る
。

大
学
進
学
等
で
奨
学
金

を
受
け
る
場
合
、
就
職
し

て
か
ら
の
返
済
に
苦
労
し

て
い
る
学
生
が
多
い
と
の

こ
と
で
３
年
前
か
ら
給
付

型
の
奨
学
金
が
導
入
さ
れ

日本学生支援機構の給付型奨学金パンフレット

問 

町
独
自
の
奨
学
金
を

受
け
る
に
あ
た
り
、

条
件
を
付
け
て
み
て
は
。

大
学
卒
業
後
、
町
を
良
く

し
た
い
、
素
晴
ら
し
い
町

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
よ
う
な
志
を
持
っ
て

戻
っ
て
く
る
人
。
町
職
員

や
地
元
企
業
に
就
職
す
る

意
思
を
持
っ
て
い
る
人
に

支
給
す
れ
ば
と
思
う
が
。

町
長　
現
在
99
％
の
人
が

高
校
に
進
学
す
る
。
高
校

生
の
支
援
を
も
う
少
し
手

厚
く
す
べ
き
と
考
え
る
。

県
が
や
っ
て
い
る
医
療
関

係
に
就
職
す
る
等
、
命
に

係
わ
る
分
野
で
の
仕
事
の

人
々
に
対
し
て
は
、
公
共

的
な
お
金
を
つ
ぎ
込
ん
で

で
も
奨
学
金
が
必
要
だ
と

思
う
。
し
か
し
、
不
特
定

多
数
の
学
生
に
対
し
て
は
、

も
う
少
し
慎
重
に
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

藤本  憲一 議員

学校ごとに締切日が異なるので確認を。

経済的に困難な学生等を支援する
制度についてチェックしよう

免除/減額
授業料・入学金の +
[対象]住民税非課税世帯・準ずる世帯の学生等

２０２４年４月下旬～

給付型奨学金の

支 給

高校生のみなさんへ
Q & A

独立行政法人日本学生支援機構 https://www.jasso.go.jp/

https://line.me/R/ti/p/%40222cbxug
https://www.jasso.go.jp/
shogakukin/about/kyufu/index.html

https://www.shogakukinsupport.jp/

iｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

くわしい情報はこちら

支援内容や手続きなどについて、誰かに相談したいときは・・・

i

i

Q
A .

金

Q
A .

Q
A .

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/hutankeigen/1421838_00004.htm

Q
A .

2024年度（令和６年度）より支援対象が拡大します！

対象機関リスト

町独自の給付型奨学金
制度導入を

［町長］ 手厚くすべきだが慎重に検討する
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長
、
副
町
長
が
専
務
、
職

員
さ
ん
の
管
理
職
が
取
締

役
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い

た
。
か
つ
ら
ぎ
町
も
、
町

長
が
社
長
役
、
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
役
を
担
っ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
今
後
の
町
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
対
す

る
考
え
は
。

町
長　
静
岡
県
知
事
の
鈴す
ず

木き

康や
す
友と
も
さ
ん
も
『
市
長
は

社
長
だ
』
と
い
う
本
を
書

い
て
お
り
、
そ
れ
を
読
ん

で
そ
う
い
っ
た
民
間
の
感

覚
、
感
性
を
持
っ
て
、
自

治
体
を
一
つ
の
会
社
と
見

立
て
て
経
営
し
て
い
く
、

と
い
う
よ
う
な
考
え
方
の

運
営
方
法
は
す
ご
く
重
要

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

町
の
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
か

つ
ら
ぎ
町
の
取
り
組
み
は
、

例
え
ば
他
の
市
町
村
に
か

つ
ら
ぎ
町
の
木
材
や
農
産

物
を
売
り
込
ん
だ
り
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町

の
Ｐ
Ｒ
に
関
し
、
首
長
が

ど
れ
だ
け
動
く
か
に
よ
っ

て
結
果
が
随
分
変
わ
っ
て

く
る
の
で
、
で
き
る
だ
け

い
ろ
い
ろ
な
所
に
出
か
け

て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
知

り
合
い
に
な
っ
て
わ
が
町

を
売
り
込
み
、
そ
し
て
相

手
方
の
強
み
で
あ
る
部
分

を
、
わ
れ
わ
れ
が
引
き
受

け
て
い
く
と
い
う
よ
う
な

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
中
で
泉
大
津
市
長

か
ら
「
か
つ
ら
ぎ
町
に
泉

大
津
市
の
飛
び
地
を
つ
く

り
た
い
」
と
い
う
話
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。
泉
大

津
市
に
は
畑
や
山
が
ほ
と

ん
ど
な
い
が
海
は
あ
る
。

つ
ま
り
泉
大
津
市
に
は
魚
、

海
の
産
物
が
あ
る
と
い
う

こ
と
。
一
方
か
つ
ら
ぎ
町

に
は
海
は
な
い
が
農
産
物

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
れ

ら
を
交
換
し
て
い
く
よ
う

な
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
大

変
良
い
。

ま
た
市
長
か
ら
「
泉
大

津
市
の
食
料
自
給
率
が
ゼ

ロ
に
近
い
た
め
、
他
の
市

町
村
か
ら
多
く
の
農
産
物

等
を
購
入
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
対

し
感
謝
を
し
つ
つ
、
そ
れ

ら
を
継
続
的
に
確
保
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
し
っ
か
り

と
お
付
き
合
い
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
」
と
い
う
話

を
聞
い
た
。
今
後
も
か
つ

ら
ぎ
町
が
発
展
し
認
知
さ

れ
て
い
く
町
に
な
る
た
め

に
、
で
き
る
だ
け
ト
ッ
プ

と
し
て
、
多
く
の
市
町
村

や
事
業
者
と
交
流
し
な
が

問 
８
月
末
に
東
京
丸
の

内
で
か
つ
ら
ぎ
町
の

Ｐ
Ｒ
事
業
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
他
に
も
昨
年
度
よ
り

『
文
芸
春
秋
』
や
『
週
刊

新
潮
』
を
は
じ
め
、『
ａ

ｎ
ａ
ｎ
』
さ
ら
に
は
『
男

の
隠
れ
家
』
等
に
か
つ
ら

ぎ
町
の
Ｐ
Ｒ
記
事
が
掲
載

し
て
い
る
。
紙
面
の
位
置

も
、
表
表
紙
や
裏
表
紙
、

さ
ら
に
特
集
記
事
ま
で
組

ん
で
、
数
ペ
ー
ジ
の
カ
ラ

ー
版
で
記
事
を
載
せ
た
雑

誌
も
あ
る
。
費
用
対
効
果

で
言
え
ば
非
常
に
高
い
事

業
だ
と
感
じ
て
い
る
。
町

の
Ｐ
Ｒ
事
業
に
お
い
て
、

全
国
的
に
も
有
名
な
先
進

事
例
の
一
つ
に
島
根
県
海あ

士ま

町
の
事
例
が
あ
る
。
当

時
の
町
長
は
「
町
長
が
社

ら
、
官
民
連
携
を
中
心
と

し
た
形
で
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
う
。

町として初めて参加した東京丸の内のＰＲイベント

問 

80
戸
の
住
宅
を
妙
寺

に
建
て
る
関
係
も
あ

る
の
で
、
家
賃
は
慎
重
に

判
断
す
べ
き
。
長
寿
命
化

滝ノ上万記 議員

町のPRに関する町長の考えは
［町長］ 官民連携を中心にまちづくりを進めていく
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町
長　
当
然
、
重
要
な
条

件
だ
。

問 

令
和
５
年
度
末
で
は

６
５
５
７
万
円
の
基

金
が
あ
る
。
積
極
的
な
募

集
に
方
針
を
転
換
で
き
る
。

条
例
の
年
齢
制
限
は
見
直

す
べ
き
。

管
財
情
報
課
長　
年
齢
制

限
は
廃
止
し
た
い
。

町
長　
家
賃
の
値
上
げ
も

併
せ
て
検
討
す
る
。

問 

大
阪
万
博
へ
の
小
学

校
５
校
、
中
学
校
２

校
の
参
加
状
況
は
。

教
育
総
務
課
長　
全
７
校

が
申
し
込
ん
で
い
る
。
実

施
は
、
笠
田
中
学
校
、
大

谷
小
学
校
、
梁
瀬
小
学
校

は
５
月
ご
ろ
、
笠
田
小
学

校
、
妙
寺
小
学
校
、
渋
田

小
学
校
は
６
月
ご
ろ
、
妙

寺
中
学
校
が
９
月
ご
ろ
を

予
定
。

問 
学
習
指
導
要
領
が
規

定
す
る
一
年
前
の
実

地
踏
査
は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
来
年
の

４
月
13
日
以
降
、
会
場
内

の
視
察
が
可
能
。
当
日
ま

で
に
実
地
踏
査
は
で
き
る
。

問 
条
例
の
目
的
に
照
ら

し
、
募
集
を
積
極
的

に
行
う
べ
き
。
立
地
条
件

の
良
さ
は
検
討
の
対
象
に

入
る
か
。

問 

会
場
の
駐
車
場
用
地

は
管
理
型
の
一
般
廃

棄
物
処
理
場
。
こ
こ
は
本

来
立
ち
入
り
禁
止
の
場
所
。

土
の
中
に
下
水
の
汚
泥
が

あ
る
の
で
、
メ
タ
ン
ガ
ス

が
２
ト
ン
（
小
学
校
の
プ

ー
ル
９
杯
分
）
毎
日
発
生

し
て
い
る
。
万
博
協
会
は
、

期
間
中
に
爆
発
事
故
が
発

生
す
る
可
能
性
を
認
め
て

い
る
。
子
ど
も
を
連
れ
て

行
っ
て
い
い
の
か
。

教
育
総
務
課
長　
判
断
は

教
育
委
員
会
で
も
な
か
な

か
し
づ
ら
い
。

問 
教
育
委
員
会
が
判
断

し
づ
ら
い
問
題
を
学

校
が
判
断
す
る
。
一
番
心

若者定住促進住宅（佐野）

配
な
の
は
建
物
。
事
故
が

起
こ
っ
て
子
ど
も
の
命
に

関
わ
っ
た
ら
ど
う
な
る
の

か
。

教
育
長　
千
載
一
遇
の
チ

ャ
ン
ス
な
の
で
子
ど
も
た

ち
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
の
教
育
課
程

に
対
す
る
変
更
権
を
用
い

て
、
中
止
す
る
と
い
う
判

断
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

町
長　
子
ど
も
た
ち
の
安

全
が
あ
っ
て
の
旅
行
。
行

く
前
日
で
あ
っ
て
も
中
止

を
す
べ
き
と
い
う
判
断
が

で
き
る
よ
う
な
心
構
え
で

臨
ん
で
い
く
。

問 

80
戸
の
住
宅
を
妙
寺

に
建
て
る
関
係
も
あ

る
の
で
、
家
賃
は
慎
重
に

判
断
す
べ
き
。
長
寿
命
化

と
近
代
化
を
図
る
べ
き
。

町
長　
大
い
に
活
用
す
べ

き
建
物
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
な
い
の
は
致
命
的
。
新

し
い
若
者
世
帯
の
住
宅
を

建
て
る
の
で
、
整
合
性
が

取
れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

東芝  弘明 議員

定住促進住宅
改善する考えは

［町長］ 大いに活用すべき建物

万
博
に
子
ど
も
を行

か
せ
て
い
い
の
か

［
町
長
］中
止
の
判
断
が
で
き
る
心
構
え
で
臨
む
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改
選
後
初
め
て
の
委
員
会
を
開
催
、

今
後
の
活
動
テ
ー
マ
を
協
議
し
た
。

取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
が
「
空
き
家

対
策
」「
消
防
団
」
に
決
定
。
次
回

開
催
す
る
委
員
会
に
向
け
て
、
必
要

な
資
料
や
デ
ー
タ
を
各
所
管
に
協
力

依
頼
。
ま
た
活
動
テ
ー
マ
を
委
員
会

で
調
査
・
検
証
を
進
め
る
中
、
必
要

に
応
じ
て
先
進
地
へ
の
視
察
研
修
も

委
員
の
構
成
替
え
が
行
わ
れ
、
今

後
２
年
間
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
持

っ
て
進
め
て
い
く
の
か
を
話
し
合
っ

た
。
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
地
球
温
暖

化
対
策
、
し
尿
汚
泥
堆
肥
化
、
家
庭

ご
み
の
処
理
状
況
、
子
ど
も
の
生
活

状
況
調
査
、
学
校
給
食
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
や
提
案
が
あ
っ
た
。
今
後

は
計
画
的
に
所
管
課
事
業
学
習
会
な

ど
を
行
っ
た
上
で
、
所
管
事
務
調
査

で
現
状
を
把
握
し
、
町
政
の
課
題
解

決
や
政
策
の
提
言
に
つ
な
げ
た
い
。

ま
た
、
６
月
会
議
で
当
委
員
会
へ

付
託
さ
れ
た
「
訪
問
介
護
費
の
引
き

下
げ
撤
回
と
、
介
護
報
酬
引
き
上
げ

の
再
改
定
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
求

め
る
請
願
書
」
に
つ
い
て
は
、
審
査

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
採
択
す
べ
き

と
決
し
た
。

行
う
予
定
。
策
定
し
た
「
議
会
Ｂ
Ｃ

Ｐ
」
に
関
し
て
は
、
全
議
員
に
よ
る

訓
練
前
に
、
委
員
会
で
訓
練
内
容
等

を
協
議
す
る
こ
と
も
確
認
。
今
後
所

管
事
務
調
査
を
行
い
、
町
民
の
不
安

や
疑
問
を
解
決
で
き
る
よ
う
、
委
員

全
員
で
取
り
組
む
。

イメージ

イメージ

総
務
産
業
常
任
委
員
会

テ
ー
マ
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

「
地
球
温
暖
化
対
策
」な
ど

テ
ー
マ
決
定

「
空
き
家
対
策
」「
消
防
団
」

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
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今
年
１
月
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
に
、

前
任
の
委
員
が
行
っ
て
き
た
各
地
域

の
青
少
年
育
成
協
議
会
役
員
な
ど
と

の
懇
談
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
そ
の

結
果
、
協
議
会
役
員
か
ら
出
さ
れ
た

要
望
や
意
見
ご
と
に
町
の
担
当
課
か

ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
今
後
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に

政
策
に
反
映
で
き
る
か
に
つ
い
て
研

究
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
、
こ
れ
ま
で
年
に
一
度
開

催
し
て
い
る
自
治
区
長
会
と
の
懇
談

会
を
今
年
も
開
催
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
加
え
て
町
内
の
各
種
団
体
と

意
見
交
換
会
や
懇
談
会
を
開
催
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
各
委
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
に
呼
び
か
け
を
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

９
月
25
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た

令
和
６
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修
会

に
参
加
し
た
。
研
修
で
は
、
広
報
を

読
ん
だ
読
者
が
行
動
変
容
を
起
こ
す

紙
面
を
作
ろ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

読
み
手
が
紙
面
に
触
発
さ
れ
て
行
動

を
起
こ
す
と
い
う
視
点
は
新
鮮
だ
っ

た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
鮮
明
に
し
て
記

事
を
届
け
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
と
い

う
点
も
参
考
に
な
っ
た
。
ま
た
、
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
連
続
１
位
の
埼
玉
県

寄
居
町
議
会
の
報
告
を
受
け
た
。
報

告
で
は
、
住
民
か
ら
の
耳
の
痛
い
意

見
が
紙
面
に
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
に
応

え
て
企
画
が
具
体
化
さ
れ
て
い
た
。

度
肝
を
抜
か
れ
る
報
告
だ
っ
た
。

委
員
会
は
研
修
後
必
ず
振
り
返
り

の
会
議
を
開
く
の
で
、
学
ん
だ
こ
と

を
紙
面
に
生
か
し
た
い
。

読んでもらえる広報紙に

読みたい箱 読んでもいい箱 読みたくない箱

脳内で瞬時に振り分けられてしまう

読んでもらえる広報紙に

読みたい箱 読んでもいい箱 読みたくない箱

脳内で瞬時に振り分けられてしまう

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

今
年
も
懇
談
会
開
催

度
肝
を
抜
か
れ
る研修

だ
っ
た

研修
報告

懇談会の様子（三谷地区育成協議会）
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1 

議
員
に
よ
る

災
害
支
援
活
動
を
具
体
化

自
分
と
家
族
の
安
全
確
保

の
後
、
地
域
で
活
動

議
員
は
、
自
分
と
家
族

の
安
全
を
確
保
し
た
後
、

地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、

自
治
区
、
町
内
会
、
自
主

防
災
組
織
の
中
で
活
動
す

る
。

議
会
は
、
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
作
成
し
た
。
今
後
こ
の
計
画

に
基
づ
い
て
地
震
、
風
水
害
、
感
染
症
に
対
応
す
る
。
計

画
の
基
本
を
紹
介
す
る
。

昨年６月豪雨災害で小学校跡地を災害ごみの仮置き場にしている様子

報
告

2 

議
会
機
能
の確

保
と
活
用

議
長
と
副
議
長
が
陣
頭
指
揮

議
会
は
議
長
と
副
議
長

を
先
頭
に
議
会
事
務
局
に

参
集
し
、
議
会
の
機
能
を

確
保
す
る
。
同
時
に
議
員

の
安
否
を
確
認
し
、
議
員

か
ら
の
報
告
を
受
け
、
町

の
災
害
本
部
と
も
連
携
す

る
。 住

民
の
皆
さ
ん
へ

議
員
は
住
民
と
一

緒
に
具
体
的
な
救
援

活
動
を
行
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
へ

地
震
や
風
水
害
の

と
き
は
、
町
と
協
議

し
議
場
を
確
保
す
る

こ
と
も
一
つ
の
任
務
。

議
場
が
使
え
な
い
場

合
は
別
の
場
所
で
議

会
を
開
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

対
策
会
議
お
よ
び

議
会
の
開
催

議
長
と
副
議
長
は
、
議

会
を
機
能
さ
せ
る
た
め
対

策
会
議
の
必
要
性
を
判
断

し
、
議
長
、
副
議
長
、
議

会
運
営
委
員
を
構
成
員
と

す
る
対
策
会
議
を
開
く
。

こ
こ
で
議
会
開
催
の
方
向

を
確
認
す
る
。

!  ※ＢＣＰとは
Business Continuity 

Planningの略。
災害時に業務を継続するた

めの計画。町も作成中。

災害の発生

　町災害対策本部の設置

議員、家族の安否確認

議長、副議長 
事務局の参集 

情報収集 
議会機能の確保 
対策会議の判断

救援活動 
災害情報の収集 
避難場所の運営 
災害場所の確認 

など 

対策会議

議員全員協議会

本会議の開催 
議案の審議 
委員会の開催

参集

参集

参集

復興 
予算

議員の動き議会の動き

予算 
提出

予算 
提出

地域の一員として 
さまざまな 
地域の活動 
に協力する

風水害の場合の議会と議員の動き

連携連携

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ

災
害
が
発
生
し
た
と
き
の

議
会
と
議
員
の
動
き
方

風水害の場合の議会と議員の動き
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本会議

かつらぎ町をいかにＰＲするか･･･。その為には
デジタル媒体、紙媒体のミックス戦略が必要であ
る！との趣旨は理解できました。	 （６０代男性）

国と違って「町民の生命と財産を守る」という視
点で議会が運営されていることがわかりました。

（７０代男性）

教育現場における発達障害児の導きは、現場でも
多少の困難があること等の意見も聞き及んでおりま
す。各校の先生方の対処に頭の下がる思いです。

（６０代男性）

総務産業常任委員会

“空き家”対策に取り組まれると
の事。大いに賛成です。
私の周辺でも親類の家を含め”
空き家”が目立ち始めております。
災害時の家屋倒壊の危険性も
含め、喫緊の課題だと考えます。

（６０代男性）

映像配信を見て

今のかつらぎ町の現状などに興味があるので
すが、話の流れが速くて途中、横文字などが入る
と余計に理解しにくいです。	 （７０代女性）

議会だより編集特別委員会
「第３８回町村議会広報コンクール」において、
本議会だよりが「優良賞　総合８位」に輝いたと
あっては、余計に重厚感を感じました。「優良賞」、
「全国８位」とは、正に快挙です。今までの編集委
員さん方の努力の賜物でしょう。この事を町民全
体で確認し、今後議会だよりだけでなく、町を名
実共に豊かで住み良い町にしていかねばと改め
て思いました。	 （７０代男性）

今回は、未来創造議会（旧子ども議会）の特集を表紙と
２～３ページで特集した。表紙の写真は、質問のトップバ
ッターとなった妙寺中学校３年の山

やまもと
本柚

ゆず は
羽さん。

「一番目の私は、次の人が質問しやすいように、明るくハ
キハキと背すじをピン！と伸ばして頑張ろうと思った。こ
の一般質問に一緒に取り組んだ仲間の思いが力になった。」
厳粛な雰囲気の議場で堂々と手を上げて質問した姿は
素晴らしかった。

町民の声を議会運営に反映するた
め、議会モニター制度を実施してい
る。提出された感想等レポートの一
部を原文のまま抜粋し掲載する。議会モニターの声m o n i t o r ' s  v o i c e

令和６年度

表紙写真紹介
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次世代シリーズ「がんばる人」は、スポーツや文化活動などで頑張っている子どもたちを紹介します。
学校の中だけでなく、さまざまな分野で一生懸命に取り組む姿を応援します。

中
なか

川
がわ

 悠
ゆ う た ろ う

太郎さん

1 いろいろな博物館に行き、勉強をしています。
2 博物館で恐竜の化石を見て興味がわきました。
3 何でも詳しく説明できる博物館の学芸員です。
4 小学校の前に美しいクスノキがある所です。

辻
つじ

本
もと

　一
い ち か

華さん

1 絵を上手に描けるよう練習していることです。
2 昔から絵を描くのが好きだったからです。
3 イラストレーターになりたいです。
4 美味しいかきの葉ずしが食べられるからです。

n e x t g e n e r a t i o nがんばる人
次世代シリーズ

n e x t g e n e r a t i o n

NISHIURA
RYOTA

バ

スケット

n e x t g e n e r a t i o n

がんばる人

次世代シリーズ

n e x t g e n e r a t i o n

TSUJIMOTOICHIKA
イラスト

n e x t g e n e r a t i o n
がんばる人紹介

次世代シリーズ

こ れ か ら の「 か つ ら ぎ 町 」を 担 う の は 君 だ ！

1今、頑張っていること
2始めたきっかけ

3将来の夢
4かつらぎ町の好きなところ

質  問  事  項

にし
浦
うら

　崚
りょうた

太さん

1 チームのポイントゲッターになることです。
2 父がバスケットボールをしていたからです。
3 妙寺中学校で先生をすることです。
4 自然豊かでリラックスできるところです。

【笠田小学校 ３年】

【大谷小学校 ６年】　

n e x t g e n e r a t i o nがんばる人
次世代シリーズ

n e x t g e n e r a t i o n

NAKAGAWAYUTARO
博 士

【妙寺中学校 ２年】　
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